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(57)【要約】
【課題】肌へののりがよく、容易にクレンジングすることができ、かつその上に塗布する
メークアップ化粧料のヨレを抑制する、新規の下地化粧料を提供する。
【解決手段】本発明の下地化粧料は、プルラン、ポリビニルピロリドン、単糖および／ま
たはオリゴ糖、多価アルコール、エタノール、および無水ケイ酸を含有し、プルラン１質
量部に対してポリビニルピロリドンを１．５～１０質量部含有する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プルラン、ポリビニルピロリドン、単糖および／またはオリゴ糖、多価アルコール、エ
タノール、および無水ケイ酸を含有し、
　前記プルラン１質量部に対して前記ポリビニルピロリドンを１．５～１０質量部含有す
る、下地化粧料。
【請求項２】
　水性ゲル状である、請求項１に記載の下地化粧料。
【請求項３】
　前記多価アルコールを５質量％以上含有する、請求項１または２に記載の下地化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メークアップ化粧料を使用する前の下地に用いる下地化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下地化粧料は、メークアップ化粧料の下地として使用され、肌色のコントロール、メー
クアップ化粧料の化粧効果を持続させる、のりやつきを良くする、化粧くずれを防ぐ等の
効果が期待されている。肌色のコントロールのためには、下地化粧料に配合する有色顔料
を適宜選択することにより所望の効果を得ることができる。また、化粧くずれを防ぐとい
う観点からは、特許文献１に、有機シリコーン樹脂、部分架橋型ポリエーテル変性オルガ
ノポリシロキサン重合物、アクリル－シリコーン系グラフト共重合体を必須成分とする下
地化粧料が開示されている。この下地化粧料は、耐水性、耐油性に優れ、肌へののりがよ
く、さらには化粧効果の持続性に優れていることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２３６９１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　下地化粧料は、メークアップ化粧料の下地として使用されるため、下地化粧料の化粧膜
の上にメークアップ化粧料の化粧膜を何層か重ねて塗布することになる。複数層に塗布さ
れた化粧膜は、クレンジングにより除去されるが、容易にクレンジングできることが好ま
しい。この性質は、当然のことながら、下地化粧料にも求められる。また、複数層に塗布
された化粧膜は化粧膜同士の性質の違いによりヨレやすいという問題があり、したがって
その上に塗布するメークアップ化粧料がヨレないような下地化粧料が求められている。特
許文献１に記載の下地化粧料は、化粧効果の持続性や肌へののりの観点から開発されたも
のであり、容易にクレンジングすることができ、かつその上に塗布するメークアップ化粧
料のヨレを抑制するという観点から開発されたものではない。本発明者らは、肌へののり
がよく、容易にクレンジングすることができ、かつその上に塗布するメークアップ化粧料
のヨレを抑制する、新規の下地化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、プルランとポリビニ
ルピロリドンとを特定の配合量で含有し、さらに特定の他の成分を含有する下地化粧料が
、肌へののりがよく、容易にクレンジングすることができかつその上に塗布するメークア
ップ化粧料のヨレを抑制することを見出し、本発明を完成した。
【０００６】
　すなわち、本発明の下地化粧料は、プルラン、ポリビニルピロリドン、単糖および／ま
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たはオリゴ糖、多価アルコール、エタノール、および無水ケイ酸を含有し、プルラン１質
量部に対してポリビニルピロリドンを１．５～１０質量部含有する。
【０００７】
　本発明の下地化粧料は、好ましくは、水性ゲル状である。本発明の下地化粧料は、好ま
しくは、多価アルコールを５質量％以上含有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の下地化粧料は、メークアップ化粧料を使用する前の下地に用いるものであり、
肌へののりがよく、メークアップ化粧料のヨレを防ぎ、かつ容易にクレンジングすること
ができるという効果を奏する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明の下地化粧料は、プルラン、ポリビニルピロリドン、単糖および／またはオリゴ
糖、多価アルコール、エタノール、および無水ケイ酸を含有し、プルラン１質量部に対し
てポリビニルピロリドンを１．５～１０質量部含有する。プルランとポリビニルピロリド
ンはともに皮膜形成能を有する水溶性高分子であり、肌に塗布することにより肌の表面に
皮膜を形成する。この皮膜は汗や皮脂に対しては崩れにくい性質を有するが、上記含有量
の範囲内である場合、多量の水で洗い流すことにより、容易にクレンジングすることが可
能となる。
【００１０】
　[プルラン]
　プルランはグルコースのみからなる多糖類の一種で、グルコース３分子がα１－４結合
したマルトトリオースがα１－６結合で繋がった構造を持つ。本発明では、好ましくは平
均分子量が１００００～１００００００、さらに好ましくは平均分子量が５００００～５
０００００のプルランを用いる。プルランは市販品を用いてもよく、具体的な市販品とし
ては、たとえば、「化粧水用プルラン」（商品名、分子量２００，０００、林原生物化学
研究所製）が挙げられる。
【００１１】
　[ポリビニルピロリドン]
　ポリビニルピロリドンは、Ｎ－ビニル－２－ピロリドンが重合した高分子化合物である
。本発明では、好ましくは平均分子量が５０００～２００００００、さらに好ましくは平
均分子量が２００００～１５０００００のポリビニルピロリドンを用いる。ポリビニルピ
ロリドンは市販品を用いてもよく、具体的な市販品としては、たとえば、「ＰＶＰ　Ｋ－
３０」（商品名、分子量６０，０００、ＩＳＰ社製）が挙げられる。
【００１２】
　[プルランとポリビニルピロリドンの含有量]
　本発明の下地化粧料は、プルラン１質量部に対して、ポリビニルピロリドンを１．５～
１０質量部含有する。ポリビニルピロリドンが１．５質量部未満の場合、下地化粧料の後
に使用するメークアップ化粧料ののりが均一でなく、テカリ、ヨレが気になる仕上がりと
なる場合がある。ポリビニルピロリドンが１０質量部を超える場合も、下地化粧料の後に
使用するメークアップ化粧料ののりが均一でなく、ヨレが気になる仕上がりとなる場合が
ある。
【００１３】
　本発明の下地化粧料は、プルランとポリビニルピロリドンとを合わせて２～６質量％で
含有することが好ましい。プルランとポリビニルピロリドンとを合わせた含有量が６質量
％を超える場合、下地化粧料による塗布膜が厚くなりすぎ、後で使用するメークアップ化
粧料の使用感に影響を与える場合がある。プルランとポリビニルピロリドンとを合わせた
含有量が２質量％未満の場合、下地化粧料としてメークアップ化粧料のつきやのりをよく
するという機能を果たさない場合がある。
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【００１４】
　[単糖、オリゴ糖]
　本発明の下地化粧料は、単糖および／またはオリゴ糖を含有する。単糖および／または
オリゴ糖を配合することにより、保湿効果を向上させることができる。本発明に用いる単
糖としては、Ｄ－エリツルロース、Ｄ－エリトロース、Ｄ－トレオース等のテトロース類
、Ｄ－アラビノース、Ｌ－アラビノース、Ｄ－キシロース、Ｄ－リキソース、Ｌ－リキソ
ース、Ｄ－リボース等のアルドペントース類、Ｄ－キシルロース、Ｌ－キシルロース、Ｄ
－リブロース、Ｌ－リブロース等のケトペントース類、Ｄ－ガラクトース、Ｌ－ガラクト
ース、Ｄ－グルコース、Ｄ－タロース、Ｄ－マンノース等のアルドヘキソース類、Ｌ－ソ
ボース、Ｄ－タガトース、Ｄ－プシコース、Ｄ－フルクトース等のケトヘキソース類、Ｄ
－アピオース、Ｄ－ハマメロース等の分枝糖類などが挙げられる。
【００１５】
　本発明に用いるオリゴ糖としては、キシロビオース、キシロトリオース、キシロテトラ
オース、キシロペンタオース等のキシロオリゴ糖、アガロビオース、カラビオース等のガ
ラクトオリゴ糖類、マルトース、マルトトリオース、マルトテトラオース、マルトペンタ
オース、イソマルトース、ソホロース、セロビオース、セロトリオース、セロテトラオー
ス、セロペンタオース、トレハロース、ネオトレハロース、イソトレハロース等のグルコ
オリゴ糖類、マンノオリゴ糖類、イヌロビオース、イヌロトリオース、イヌロテトラオー
ス、イヌロペンタオース等のフルクトオリゴ糖類といったホモオリゴ糖類、ビシアノース
、イソプリメベロース、サンブビオース、プリメベロース、リコテトラオース、ソラビオ
ース、メリビオース、マンニノトリオース、ラクトース、リコビオース、リコトリオース
、エピセロビオース、スクロース、ツラノース、マルツロース、イソケストース、エルロ
ース、ケストース、ゲンチアノース、ラクツロース、エピゲンチビオース、イソリクノー
ス、ウンベリフェロース、セサモース、ラフィノース、リクノース、ロビノビオース、シ
ラノビオース、ルチノース、カコトリオース、ソラトリオース、グリコシルトレハロース
等のヘテロオリゴ糖類が挙げられる。
【００１６】
　本発明の下地化粧料は、上述の単糖およびオリゴ糖からなる群より選択される１種また
は２種以上を含有することができる。特に好ましくは、グリコシルトレハロースを含有す
る。本発明においては、単糖および／またはオリゴ糖として市販品を用いてもよく、具体
的な市販品としては、たとえば、「トルナーレ」（商品名、林原生物化学研究所製）が挙
げられる。本発明に係る下地化粧料は、単糖および／またはオリゴ糖を、好ましくは合計
で０．１～１０質量％含有する。０．１質量％未満であると、十分な保湿効果が得られな
い場合がある。１０質量％を超えると、べたつきや伸びの重さ等、使用感に負の影響を与
える場合がある。
【００１７】
　[多価アルコール]
　本発明の下地化粧料は、多価アルコールを含有する。多価アルコールを配合することに
より保湿効果を向上させることができる。本発明に用いる多価アルコールとしては、ポリ
エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブチレ
ングリコール等のグリコール類、グリセリン、ジグリセリン、デカグリセリン等のポリグ
リセリン類、グリセリンモノパルミチルエーテル（キミルアルコール）、グリセリンモノ
ステアリルエーテル（バチルアルコール）、グリセリンモノオレイルエーテル（セラキル
アルコール）等のグリセリンモノエーテル類が挙げられ、これらより１種または２種以上
を選択して用いることができる。特に好ましくは、１，３－ブチレングリコール、グリセ
リンが用いられる。
【００１８】
　本発明に係る下地化粧料は、多価アルコールを、好ましくは合計で５質量％以上、より
好ましくは合計で５～２０質量％含有する。５質量％未満であると、十分な保湿効果が得
られない場合がある。２０質量％を超えると仕上がりがべたつき、下地化粧料の後で使用
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するメークアップ化粧料の使用感に影響を与える場合がある。
【００１９】
　[エタノール]
　本発明の下地化粧料は、エタノールを含有する。エタノールを配合することによりみず
みずしい使用感を付与するとともに、べたつきを抑えることができる。本発明の下地化粧
料は、エタノールを、好ましくは１～２０質量％含有する。１質量％未満であると、みず
みずしい使用感が得られず、またべたつきが生じる場合がある。２０質量％を超えると、
下地化粧料の乾燥が速くなりすぎ、均一に塗布することが難しくなる。
【００２０】
　[無水ケイ酸]
　本発明の下地化粧料は、無水ケイ酸を含有する。無水ケイ酸を配合することにより、下
地化粧料を塗布した際のべたつきを軽減し、肌なじみを改良することができる。また、下
地化粧料の後で使用するメークアップ化粧料のテカリ防止効果も有する。本発明に用いる
無水ケイ酸としては、四塩化ケイ素を水素・酸素炎中で加水分解等して得られる親水性の
無水ケイ酸や、親水性の無水ケイ酸の表面を疎水化処理した疎水性の無水ケイ酸が挙げら
れる。本発明においては、肌なじみがよく、テカリが無いことから、好ましくは親水性無
水ケイ酸を用いる。無水ケイ酸は無孔質の球状粉体で、その一次平均粒子径は、好ましく
は１～２０μｍ、さらに好ましくは１～１０μｍである。
【００２１】
　本発明においては、無水ケイ酸として市販品を用いてもよく、具体的な市販品としては
、たとえば、「ゴッドボールＢ－６Ｃ」、「ゴッドボールＧ－６Ｃ」、「ゴッドボールＢ
－２５Ｃ」、「ゴッドボールＤ－２５Ｃ」、「ゴッドボールＳＦ－１６Ｃ」（以上、商品
名、鈴木油脂工業社製）、「アドソリダー１０１」（商品名、フロイント社製）等が挙げ
られる。
【００２２】
　本発明の下地化粧料は、無水ケイ酸を、好ましくは１．０～１０質量％含有する。１．
０質量％未満であると、経時で油光りを生じる場合がある。１０質量％を超えると、乾燥
感を感じる場合がある。
【００２３】
　[顔料等]
　本発明の下地化粧料は、その目的に応じて肌色を補正するための顔料等の粉体物や、紫
外線吸収剤等を配合することができる。さらに、本発明の効果を損なわない範囲で、通常
の化粧料に使用される成分、たとえば、精製水、界面活性剤、保湿剤、増粘剤、防腐剤、
、酸化防止剤、香料等を配合することができる。
【００２４】
　[剤型]
　本発明の下地化粧料の剤型としては特に限定されず、クリーム状、軟膏状、乳液状、溶
液状、ゲル状等任意に選択することができるが、外相が水相である水性であることが好ま
しく、クレンジングがしやすく、その後塗布するメークアップ化粧料のメークアップ効果
に有効に作用するという観点から、水性ゲル状であることがさらに好ましい。
【００２５】
　[製法]
　本発明の下地化粧料の製法としては特に限定はなく、常法にしたがって製造することが
できる。
【実施例】
【００２６】
　以下、実施例および比較例により本発明を具体的に説明するが、本発明の範囲はこれら
の実施例により限定されるものではない。以下において、「％」とあるのは特に断らない
限り「質量％」を示す。
【００２７】
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　[下地化粧料の調製方法]
　実施例１～３および比較例１～１１の水性ゲル状下地化粧料を、それぞれ表１，２に示
す組成で調製した。調製は、成分（１）～（６）と（１０）を室温でよく攪拌した。そこ
に（８）を加えて室温でよく攪拌した。さらに予め調製しておいた（１１）の１０％水溶
液および（１２）の１０％水溶液を加えて室温で攪拌した。（７）を加え、ｐＨを調製し
、（１３）、（９）を順次加えて１００質量部となるように下地化粧料を調製した。なお
、表１，２においては、成分（１）～（１３）の配合量を質量部で示すが、これら各下地
化粧料において、各成分の配合量と含有量に相違は生じないとみなすことができる。
【００２８】
　[下地効果の評価]
　＜評価方法＞
　実施例１～３および比較例１～１１の水性ゲル状下地化粧料を肌に塗布した後に、以下
に示す評価用ファンデーションを塗布し、メークアップの仕上がりについて、（Ｂ）ヨレ
のなさ、（Ｃ）テカリのなさ、（Ｄ）粉浮き（乾燥）のなさ、（Ｅ）化粧のり（均一感）
、の項目に分けて評価した。その後、クレンジングを行ない、（Ａ）クレンジングのしや
すさ、について評価した。評価は専門パネラー３名により合議で評価した。評価基準は以
下の通りとした。表１，２に評価結果を示す。
【００２９】
　＜評価基準＞
◎：優れる
○：やや優れる
△：やや劣る
×：劣る
　＜評価用ファンデーション処方＞
　シリコン処理タルク　５４．０％、シリコン処理セリサイト　２０．０％、シリコン処
理酸化チタン　９．０％、シリコン処理酸化鉄　５．０％、ジメチコン　５．０％、ミリ
スチン酸イソセチル　５．０％、メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　２．０％
　[使用感の評価]
　＜評価方法＞
　実施例２，３および比較例６～１１の水性ゲル状下地化粧料を塗布した後に、（Ｆ）潤
い感、（Ｇ）潤い感の持続性、（Ｈ）ハリ感、（Ｉ）表面のべたつきのなさ、（Ｊ）肌な
じみ、の項目に分けて評価した。評価は専門パネラー３名により合議で評価した。評価基
準は以下の通りとした。表２に評価結果を示す。
【００３０】
　＜評価基準＞
◎：優れる
○：やや優れる
△：やや劣る
×：劣る
【００３１】
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【００３２】



(8) JP 2012-201656 A 2012.10.22

10

20

30

40

【表２】

【００３３】
　表１，２に示した結果より、プルラン（成分（１１））、ポリビニルピロリドン（成分
（１２））、単糖および／またはオリゴ糖（成分（３））、多価アルコール（成分（１）
）、エタノール（成分（９））、および無水ケイ酸（成分（８））を含有し、かつプルラ
ン１質量部に対してポリビニルピロリドンを１．５～１０質量部含有する、実施例１～３
の下地化粧料においては、肌へののりがよく、クレンジングしやすく、かつ下地化粧料の
後に塗布するメークアップ化粧料のヨレが生じにくく、さらには、テカリのなさ、粉浮き
（乾燥）のなさについても優れた結果となった。
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